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青森県の水産業
4つの海に囲まれ
漁業種･魚種とも
に豊富な水産県

2010年夏季の異常高水温が原因

陸奥湾
へい死
７０％

へい死対策
• 水温観測ブイの増設
• 水温予測モデルの開発
• ホタテガイ水温耐性の把握

迅速な情報提供

システムを自主開発

ホタテガイ大量へい死
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WEBサイトでリアルタイムに情報提供

各種グラフ最新観測値

↑水温変動 波浪予測↓

海ナビ＠あおもり



①自己回帰モデル
過去の水温の動きから未来を推定

②気象利用モデル
上流要素を加えた回帰式群で予測

陸奥湾の水温上昇要因

２つのモデルを組み合わせて現在
は１ヶ月先までの水温を予測

的中率：2半旬先であれば78～96％が誤差±1℃以内
①日射

気象庁の青森の予報を現在利用
②暖水の流入

上流の日本海域の水温分布が必要 衛星データの活用

水温予測モデルの開発



広域的分布から好漁場を予測
→操業効率の向上・コスト削減

各養殖場で適期に作業
夏季の上流高水温域監視 へい死の低減
広域的分布→流れ推定

好適水温帯を持つ回遊魚の漁期の目安
冷水系魚種は寒流の接岸で水揚量推定

→効率的な漁法・操業時期の選定

衛星データの活用 広域・高解像度の水温などの需要と期待される効果
 回遊魚の漁場探索

 ホタテガイ養殖管理

 漁期や水揚量の目安

 資源変動の目安
水温で産卵海域が変わる魚種

→資源管理の考察

大規模事象：気候変動
局所的事象：湾奥の海水の滞留

→漁場保全・海域特性の把握

 漁場モニタリング

衛星データの現場におけるニーズ

2014年から衛星データに手がけ
「しきさい」は３基目の取り組み



しきさいデータの取得・提供機能の追加
システムに衛星データ
処理ルーチンを追加

「衛星画像」コンテン
ツを新規に追加

データは下記を使用
JASMES SGLI
準リアルタイム
Level2海面水温
(JAXA FTPサイト)

3種類の表示範囲で
２・７日間の合成
水温画像を掲載



活用事例:ホタテガイ養殖 暖流の流入→水温上昇刺激でホタテガイ産卵
稚貝の成育推定→漁業者への的確な指導

水産総合
研究所



活用事例:冷水接岸監視 冷水系回遊魚の動向(水揚量の予測)
異常冷水接岸による暖水系魚種への影響監視



活用事例:県内の諸現象の考察

猛暑ではないのに9月に高水温
→外海水(暖流)がダイレクトに流入?

陸奥湾西部のみ貝毒発生
→外海水(原因プランクトン)流入?

冷水

分布の性状で今後の水温の変動や貝毒の発生を推定

プランクトン高温水



活用事例:県外の諸現象の考察

日本全体のデータを考察に → 研究の幅が広がる

5月に本県所属船がスルメイカ暖水縁
辺部で好漁→水塊の境界に漁場形成?

表面の
暖水

北海道オホーツクで麻痺性貝毒発生
→バリアとなる暖流の幅がくっきりと



活用事例：その他
大型クラゲは？

黒潮の蛇行は？

東京湾で貝毒？
十三湖

十和田湖

小川原湖

湖沼の水温は？

沖合漁場は？

しきさいデータはさまざまな場面で重宝
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今後の展望
ブイデータの重要性

①欠測が少ない時系列値→変動を把握しやすい 特に研究用途で重宝
②長期・安定→平年値の作成(平年比較)や予測が可能
③リアルタイムで取得→迅速に対応可能 ブイロボ 簡易ブイ

図だけでなく値としての活用

青森ブイ15m層

衛星で同様のデータが得られれば現場では非常に有用

2012,2013年も高水温年だったが早期に
平年より高め傾向を把握し対策を実施し
たためへい死率は70%→20%台に低減



在来衛星による値取得の事例①
SuomiNPP(SSEC)データの補正

海面水温(補正後)とブイ1m水温の比較

異常に低いエラー値が出現
ブイの実測値に対し±５℃以内のみ使用
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在来衛星による値取得の事例②
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日本海(青森県深浦沖)

衛星データだけで平年
を上回る高水温を把握

主な補正条件
① 取得率30％未満で1次棄却
② 最頻値±1℃以内の割合6割

未満で２次棄却
Terra/Aqua(JAXA提供)データの雲影響除去

データ数は多くないが季節的特徴を把握可能



「しきさい」の値取得
データの処理方法
① 数日の合成データを作成し、期間として値を計算
② 時系列的に補間・推定し特定の年月日として計算

東湾ブイ

目的の年月日の良好値はそのまま利用
前6日間のデータを含めて空間補間、異常値除去
(今回は時間の都合で調整は粗末)
7日分を時系列的に補間・推定して目的の年月日
の値を計算
東湾ブイ周辺の6分×6分海域の水温を抽出
東湾ブイの海面に最も近い水深1m層の日平均水
温と比較



ブイ観測値との比較

時系列データとして研究用途でも十分実用可能
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地方研究における衛星データ利用促進
敷居の高さが障壁→研究所内でNetCDF, HDF, GeoTIFFの利用経験者はいない？
需要はある→ブイがない水域で時系列データが欲しいという声はしばしば聞く

海ナビでは以前Terra/Aqua用に
シンプルなインターフェースで

・時系列データはCSV
・水温合成図はPNG

でダウンロードする機能作成

しきさいデータに変更し運用予定



まとめ GCOMにかける「期待」

引き続き長期・安定的なデータ提供を要望

高解像度図 高精度の漁場予測 操業コスト削減

時系列値 各種研究のデータ 研究の進展

平年値(比較) 異常気象監視･予測 へい死低減等

気候変動 対応漁業の開発研究 持続的漁業

運用期間 取得データ 用 途 効 果 産業貢献

現在

継
続

長期
10年以上 大



ご清聴ありがとうございました
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